
◎文化芸術振興基本法の一部を改正する法律 
（平成二九年六月二三日法律第七三号）（衆）   

一、提案理由（平成二九年五月三〇日・衆議院本会議） 

○永岡桂子君 ただいま議題となりました法律案につきまして、提案の趣旨及びその内

容を御説明申し上げます。 

本案は、文化芸術の振興にとどまらず、観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、

産業その他の関連分野における施策を法律の範囲に取り込むとともに、文化芸術により

生み出されるさまざまな価値を文化芸術の継承、発展及び創造に活用しようとするもの

であり、その主な内容は、 

第一に、法律の題名を文化芸術基本法に改めるとともに、前文及び目的について所要

の整理を行うこと、 

第二に、基本理念を改め、文化芸術に関する施策の推進に当たっては、年齢、障害の

有無または経済的な状況にかかわらず、ひとしく文化芸術を鑑賞することなどができる

ような環境の整備が図られなければならない等とすること、 

第三に、政府は、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、従来

の文化芸術の振興に関する基本的な方針にかえて、文化芸術推進基本計画を定めなけれ

ばならないとするとともに、地方公共団体においては、同計画を参酌して、その地方の

実情に即した地方文化芸術推進基本計画を定めるよう努めるものとすること 

などであります。 

本案は、去る二十六日、文部科学委員会において、全会一致をもって委員会提出の法

律案とすることに決したものであります。 

何とぞ御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

二、参議院文教科学委員長報告（平成二九年六月一六日） 

○赤池誠章君 ただいま議題となりました法律案につきまして、文教科学委員会におけ

る審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

本法律案は、衆議院文部科学委員長の提出によるものであり、文化芸術に関する施策

の一層の推進を図る観点から、文化芸術振興基本法について、題名の改正、基本理念の

見直し、文化芸術推進基本計画等に係る規定の整備を行うとともに、メディア芸術、組

踊を始めとする伝統芸能、食文化を始めとする生活文化、芸術祭その他の国際交流、障

害者芸術などの文化芸術に関する基本的施策の拡充等の措置を講じようとするものであ

ります。 

委員会におきまして、趣旨説明を聴取した後、文化芸術の振興に向けた国の支援の在

り方等について質疑が行われましたが、その詳細は会議録によって御承知願います。 

質疑を終局し、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきもの

と決定いたしました。 

以上、御報告申し上げます。 



（注）衆議院においては、委員会の審査は省略された。 


